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F  9 授 業 活 助 に お け る Ｖ Ｄ Ｔ 操 作 の 自 覚 的 疲 労
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お 茶 女 大 家 政　 岡 島 史 佳

目 的 ： 新 学 習 指 導 要 領 に よ るi   , 二jン ピ ュ ― タ ー の 使 い 方 を 指 導 す る こ と が 推 進 さ れ て い

る ， し か し ， Ｖ Ｄ Ｔ 操 作 は ， 視 力 低 下 な ど 身 体 に 被 害 を 及 ぼ す こ と か 医 学 的 に 知 ら れ て お

り ， 利 用 に 際 し て は 注 意 か 必 要 で あ る ． 本 研 究 は 昨 年 の 実 験 室 内 で の モ デ ル 実 験 の 発 表 に

引 き 続 き ， 実 際 の 高 校 生 の 授 業 活 動 中 の 自 覚 的 疲 労 を 測 定 し,    モ デ ル 実 験 と 比 較 を 行 い な

が ら Ｖ Ｄ Ｔ 操 作 の 安 全 性 を 考 察 す る こ と を 目 的 と す る ．

方 法 ： Ｖ Ｄ Ｔ 操 作 を 授 業 時 間 中 に 一 定 時 間 行 っ て い る 高 等 学 校 の 生 徒 を 対 象 に,  活 動 前 後

自 覚 的 疲 労 調 査(  産 業 疲 労 研 究 会「 自 覚 症 状 調 べ 」 ） ， 作 業 に 関 す る 質 問 紙 調 査 を 行 っ た ．

授 業 で 行 っ た 作 業 は デ ィ ス プ レ イ と の 対 話 型 作 業 で ， 作 業 時 間 は ，2.  5 時 間 で あ る ． 作 業

中 の 休 み 時 間 は ， 授 業 開 始 後50 分 後 に10 分 間 と ら せ て い る. 被 験 者 で あ る 高 校 生 は ，　コ ン

ピ ュ ー タ ー 実 習 を 比 較 的 多 く 経 験 し て い る 集 団 で あ る ．

結 果 ： 作 業 に つ い て の 質 問 で は,        コ ン ピ ュ ー タ ー を 使 っ た 授 業 は 講 義 だ け よ り も 楽 し い と

約 ７ 割 の 生 徒 か 答 え ， 約 ８ 割 の 生 徒 が ， 実 習 が あ っ た 方 が 講 義 だ け よ り は わ か り や す い と

し ， 生 徒 の 大 半 は コ ン ビja.     － タ ー 実 習 に 対 し ， 肯 定 的 な 評 価 を し て い る ． 作 業 前 後 で 全 体

と し て 訴 え 率 に 有 意 差 の 認 め ら れ た 項 目 は3o 項 目 の う ち 「 目 が つ か れ る 」 「 腰 が い た い 」

の ２項 目 で あ っ た.      10項 目 ず つ ３群 に 分 け ら れ た ， 各 群 「 ね む け ，だ る さ 」 「 注 意 集 中 の 困

難 」 「 局 在 し た 身 体 違 和 感 」 お よ び 全 訴 え 率 に は 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た ． コ ン ピ ュ ー

タ ー 作 業 の 経 験 度 に 注 目 す る と,   r い ら い ら す る 」 ， 「 気 が ち る 」 等 の 「 注 意 集 中 の 困 難 」

の 群 は ， 授 業 以 外 で は ほ と ん ど コ ン ピ.a.     ― タ ー 経 験 の な い 群 の 訴 え 率 の 増 加 か 著 し か っ た ，
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目的　 高度情報化社会で の、主体的な生活の鮮 立のためには、'It報 乞適七^l-か理 。誓理

寸う雛力の育収 似舎零で 恥ろ。情報量は、寸で 仁、個 々の人fi＼め処理 能力を§ えていろし

考えられろので, つこ｡ピュ ータ 乞用いた生活情報舛理 シヌ､テμの開発 が`望ま休る。そこで

物財 の全哨零フ'D-t Jよ 対 しべ･、物 財圖1 与t れた棒友な惟報 乞か槽すs システ乙、､L物質

匁計簿ヽ ）の碓東乞試 み、ぽソコン上f 作動-tう衣生池情報知採 システ心 ）|ive) 乞作 ぬ`した。

方法　 カリ 型゙=F-ータA--  7.  (V陀らA町）3 . hscw 柘）包用いて 、μEこ 艮-<?^ol上で作動々

る衣生活情報処ヨ システム^ ホ.e ）t 陣発した。

結果 衣 生活惰報 乞、個 八の叛服 心付与^ れた情報。集をと考久｡、衣服の入手一使 用一

廉棄 フ・D セヌよ 従っ７･, 惰報が管理T きる よう設計した。扱う情報 は、衣 服 入手時の嫡報

陥 称 、年月a,  X 今法、場所 、金織 、デずづン、色 模様 、品質喪示. 取り扱 い麦示丿

i 用目的 、時期 、手入化 か分法）と｡、使 用時 祠 貴報 着lVL-1:t､耐 久性､ 形態守定､ 衛 生

性軋 欠点 、奈濯法 、斎弔 、時 間、保管法、膏吊、違剛 時間 、使 用年数、今入れ法、新

分法）であう。個々の左服|こ対してこ剱らの催報をK カ し.  噛甑、集計 の緬果は、i.  乗

用一覧（ 年。月毎 辱'HIS).  2. 分類表示（ 首吊目的、デ ずイン等ワ項目) .   3.  着用性

敗一覧（ 着･^地嘗ら通目）、什。瓶眼の選択（ 時期'^i 通い.  5 ，唾理デー■9表示 保

警場所等ﾀ 頂§ う い て. 表示 に 儒 ざ氷る。システムは、洋服版と着物版の2 維類作取

した。ま私 この左 生活情報恥理システム､（ 物僕刄丿十簿）の活串卜 陥しで は、漱Lt への恚

甲心 腹裏の金似 お､納■£申･にい 声匁針背 し<n 即 徊 雁）力ヽらh 矛唯乞ヵ辻 匹。


